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最終戦となるFormulaDRIFT第8戦は例年通りアーウィンデールスピードウェイにて開催。毎年サーキットの取り壊しが囁かれつつも工事は延期となるという状態が
続いていたが、今回は契約が取り決められ、事実上FormulaDriftの開催はこれが最後となった。

前ラウンドのユタとは真逆、高速バンクトラックとなるこのラウンドは、最終戦ということもあり各チーム果敢に攻めた走りを見せ、クラッシュが少なくないのも特徴
である。

イベント入場者数: 22,000人

ライブストリーム/イベントコンテンツ観覧者:9,100,000 人超

ライブストリーム視聴時間: 28,000,000 分

イベントウィークエンドのハイライト

イベントウィーク(10月16日-10月23日)におけるFormulaDRIFT 各ソーシャルメディアハイライト 

フォロワー数: 2,600,000+

視聴数: 2,100,000

リーチ数: 2,500,000

エンゲージメント数: 2,600,000

インプレッション数: 8,800,000

フォロワー数: 1,800,000

視聴数: 5,800,000

リーチ数: 1,600,000

インタラクション数：435,000

インプレッション数: 8,900,000

サブスクライブ数: 662,000

視聴数: 1,200,000

インプレッション数: 15,400,000

視聴時間: 473,000分
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FormulaDRIFT 2024 Rd.8 Irwindale Speedwayコースレイアウト
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FormulaDRIFT USA 2024 Rd.8 TOP32 Final Bracket
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(Friday) 2024年10月18日

公式練習走行日

コースレイアウトは例年同様、特に変更はない。練習走行ならびにTOP32が日中に開催され、TOP16以降は夜間に開催されるのも特徴の一つで、チームは日
中の練習走行から夜間のコンディションを予想したうえでセットアップの組み立てを行わなければならない。今期、わたしたちが使用するターボに変更がなされた
ことが影響し、練習走行の序盤にはコースを1周走行後にタイヤを使い切ってしまうという状況に陥り、タイヤグリップを確保しつつタイヤライフを守るという難しい
課題を抱えていた。

自身としてはインクリップ1通過時のドリフトアングルが十分でないこと、アウトゾーン1での後追い時のタイヤスモークのすり抜けるラインを探ることを課題として
おり、練習走行終盤になっても若干不安が残る状態で木曜日の練習走行を終える形となった。

(Saturday) 2024年10月19日

決勝トーナメント

決勝トーナメントTOP32の前に設けられている練習走行では、金曜日に得られたデータからマシンのセットアップを大幅に変更。特にリア周りに手を入れ、バンク
の角度に合わせ、左右異なったキャンバーにセット、スタビライザーを取り外し、ダンパーセットアップも変更した。
これが大きくプラスに働き、ドリフトスピードを落とさぬ状態で、コントロール性の高い、かつタイヤのライフも守れる状態でTOP32に挑む形となった。

TOP32の対戦相手はKen Gushi選手(TOYOTA GR86 / KENDA Tire)。練習走行で何度もラップを重ねるわたしたちとは裏腹にマシンにトラブルを抱えていたKen
選手。コースイン・アウトを繰り返し、マシンの修復を試みていたようだがフィニッシュラインを切れたのはわずかに数周で、わたしたちとしてはKen選手の走行デー
タを得ることができない状態であった。しかし、過去に何十年も同コースを走行している経験があるKen選手、マシンが完調になれば間違いなく強敵になるのはわ
かっており、わたしたちも練習走行終了まで何度も調整を重ね、勝ちを狙う準備をしていた。

TOP32、まずは先行。練習走行として課題としていたインクリップ1通過時におけるアングルの重要さはバトル直前のミーティングにてジャッジから伝えられてい
たが、わたしの先行走行においては通過時に十分に角度が付けきれない状態であった。それ以外に大きなミスはなく、後追いを行うKen選手もマシンが完調でな
かったためか、至近距離には入ってこれなかった様子。しかし、スポッターからKen選手が距離を縮められなかったのはわたし自身の角度が浅かったから、と
ジャッジに指摘される可能性が十二分にあるとのことで後追いはしっかり攻めた走りで常に相手の懐に入り込むよう指示があった。

入れ替えて後追い。スタートから、アウトゾーン1が設定されたビッグバンクまでは良い距離を保つことができ、振り出しからバンク中盤までは良い距離にマシン
を置くことができた。しかし、中盤から後半にかけてわたしがKen選手に対し少し低い位置でバンクを走行し始めてしまう。その影響もあり、保っていたわずかな距
離が縮まり、わたしの車両の右前タイヤがKen選手の左前タイヤに接触をしてしまいお互いにバンク上段で姿勢を崩してしまう。

幸いにも、Ken選手はどうにか踏ん張り、そのまま走行を続けてくれたが、失速をしてラインを外してしまったわたしはインクリップ1からアウトゾーン2にかけて巻
き返しを図る。すぐにキャッチアップし、しっかりとマシンの鼻を先行車両のドアへねじ込むも、結果はわたしの先行走行の減点、後追い時の接触が大きく減点され、
勝負はKen選手に軍配。残念ながら最終戦はTOP32にて敗退となった。

TEAM UP GARAGE ISR Performance GT Radial

2024 FormulaDRIFT USA Race report



FormulaDRIFT USA 2024 TEAM UP GARAGE ISR Performance GT Radial
協賛 / 協力スポンサー各社様
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